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９月のちょっと変わった記念日
　（私の独断で選んだ、ちょっと変わった記念日をご紹介します）

９月１日　　防災の日
９月３日　　ベッドの日
９月４日　　くしの日
９月６日　　妹の日
９月６日　　クレームの日
９月９日　　救急の日
９月９日　　秋のロールケーキの日
９月１５日　大阪寿司の日
９月２３日　カフスボタンの日
（漫才コンビの記念日じゃないですよ！）

９月２９日　招き猫の日
９月２９日　接着の日
９月３０日　奥様の日

鈴木ＤＭライター事務所オススメの本

どうしてアンタのイベントに、このワタシが参加しなきゃいけないの？　「そ、それは・・・　」
　「補助金はノドから手が出るほど欲しいけど、地域で
出来る事は地域でやろう」
　こう話すのは、鹿児島県鹿屋市柳谷集落「やねだん」
公民館長の豊重哲郎さん。

　２０年前、この集落では、少子高齢化による人口減少に
よって空き家や耕作放棄地が広がり、集落が荒れ始めて
きました。
　そして何よりも豊重さんを悩ませたのが、地域住民同士
のつながりが無くなってしまった事でした。
　そこで、豊重さんは「どげんかせんといかんッ！」と言
ったのかどうかは知りませんが、あるアイデアを思いつい
て行動したのです。

　そのアイデアとは、地元の高校生たちに、「空いた畑に
イモを植えて、売ったお金でイチローを見に行こうよ」。
と呼びかけたことなのです。
　（当時のイチローはまだオリックスでプレーしていました）
なぜ、豊重さんは高校生たちに呼びかけたのでしょうか？

　それは、豊重さんの狙いがあったのです。
　その狙いとは、「高校生たちがイモを植え始めたら、
高校生達のお父さんお母さん、お爺さんお婆さんが、きっと
応援に来るだろう」。・・そう考えたのです。

　豊重さんの狙いは大当たり。
　続々と高校生の家族たちが応援に来たのです。収穫したイモ
の売上は３５万円。そのイモを売ったお金で、高校生たちを
連れて福岡ドームにイチローを見に行く約束を果たしたのです。
　その出来事をきっかけに、なくなりかけていた地域住民の
つながりが蘇えりました。
　最初は３５万円だった売上も、収穫したイモを焼酎にして
売ることで、今では５００万円にもなっているそうです。
　そのお金はお年寄りへの地域福祉などに還元されています。

　ここで得られた、私なりの気づきなのですが、
　ただ空いた畑にイモを植えようと呼びかけても、高校生たち
は動かなかったかもしれません。
　「売ったお金でイチローを見に行こうよ」と呼びかけたこと。
　つまり、「参加するとこんないいことがあるよ」と、高校生
たちを” 動機づけ” をしたこと（言い方は悪いですが” エサ”）
が、成功につながったのではないかと思うのです。
　そして、このエピソードのように、高校生たちを出発点に
多くの人を巻き込んでいったこの方法は、
どうやってイベントに多くの人を動員させる
かといった、人集めにもつながると思うのです。

（このエピソードは、NHK・Ｅテレで６月２５日に放送された TVシンポジウム「いま、” 地域づくり” を語り合う」で紹介されたものです。）

　私が事務所にしているビルの一階は、アメリカの大型バイク、ハーレー
・ダビットソンのお店です。土日ともなると、朝から「どばばばっ！」と
元気な？爆音が響き渡ります。
　実は私、バイクツーリング大好き。・・なのでした。
　サラリーマンの頃、お盆休みは大型バイク（国産）のリアシートに荷物
を積み上げて全国を走り回っていました。（あ～元気だったねぇ、この頃は）
　「うううっ・・また大型バイクに乗りたい、欲しいッ、旅に出たいッ！」
　そう思うと、モチベーションも最高に上がってくるのです。

    　すぐに役立つ３６６日記念日事典　創元社刊より
この本は、「販促キャンペーンをしたいけど、キャンペーンをする理由
がない」時など、ネタに困っている時に活用できますよ。

お隣の【ちょっと変わった記念日】コーナーで
紹介している『すぐに役立つ３６６日記念日事典』が
さらにパワーアップ！

何と、記念日の数が、その数なんと１６４６！

　初版が１２４５日ですから、なんと４００日も
増えたのです。

販促キャンペーンの理由づけなど、ビジネスのヒントにはもちろん、
会話やブログやメルマガの小ネタに、などなど・・
使い方はあなた次第です。国語辞典と一緒に並べておきたい一冊です。
【追伸】　ああ・・また本代が・・・

価格は、１５１２円（税込）　創元社　刊
加瀬清志　著　　日本記念日協会　編集
平成２８年８月２３日　発売


